平成二十一年度 大学院 日本文学専攻 修士論文題目 by unknown
日
本
文
学
研
究
会
平
成
二
十
一
年
二
月
馬
瀬
狂
言
の
研
究
『
狂
言
記
』
か
ら
の
受
容

准
教
授
山
本
晶
子
伊
勢
市
馬
瀬
町
に
伝
わ
る
馬
瀬
狂
言
研
究
の
一
環
と
し
て
、
馬
瀬
狂
言
の
芸
が
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
た
の
か
、
現
在
馬
瀬
に
伝
わ
る
狂
言
の
曲
目
を
整
理
分
析
し
、
中
で
も
先
行
研
究
で
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
狂
言
記
』
か
ら
受
容
し
た
と
推
測
さ
れ
る
曲
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま
ず
、
現
在
確
認
で
き
た
資
料
を
基
に
馬
瀬
狂
言
の
曲
目
を
数
え
る
と
、
上
演
記
録
の
あ
る
曲
が
一
七
七
曲
、
ま
た
上
演
記
録
は
な
い
が
、
台
本
が
現
存
す
る
曲
が
一
七
曲
の
、
合
計
一
九
四
曲
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
曲
の
傾
向
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
の
指
摘
通
り
、
和
泉
流
山
脇
派
系
統
の
曲
が
主
流
で
は
あ
る
が
、
一
方
そ
れ
以
外
の
曲
も
あ
り
、
特
に
『
狂
言
記
』
系
と
認
め
ら
れ
る
『
太
鼓
頭
附
』
と
『
狂
言
六
義
』
に
所
収
さ
れ
た
「
胸
突
」
以
下
五
曲
の
詞
章
の
分
析
を
試
み
た
。
女す
す
み
の
系
譜
散
佚
物
語
『
女
す
す
み
』
と
中
世
王
朝
物
語
『
風
に
紅
葉
』
と
の
関
わ
り

教
授
大
倉
比
呂
志
先
行
文
献
が
無
き
に
等
し
い
『
女
す
す
み
』
は
『
風
葉
集
』
に
二
十
二
首
採
歌
さ
れ
て
い
る
（
『
風
に
紅
葉
』
は
採
歌
無
し
）。
女
す
す
み
と
は
女
の
男
に
対
す
る
積
極
的
な
性
愛

を
意
味
し
、
中
世
王
朝
物
語
に
は
比
較
的
そ
の
用
例
が
多
く
、
中
編
規
模
の
長
さ
の
物
語
と
考
え
ら
れ
る
『
風
に
紅
葉
』
に
は
四
人
の
女す
す
み
の
状
況
が
語
ら
れ
て
い
る
。
中
世
王
朝
物
語
に
お
け
る
女
す
す
み
は
身
分
の
高
い
年
上
の
人
妻
（
女
御
も
含
む
）
で
あ
る
と
い
う
傾
向
を
帯
び
て
お
り
、
以
上
の
点
か
ら
、
女
す
す
み
と
は
女
が
男
の
性
を
管
理
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
散
佚
物
語
『
女
す
す
み
』
が
『
風
に
紅
葉
』
の
内
容
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
平
成
二
十
一
年
度
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
博
士
論
文
題
目
○
ウ
ヂ
ノ
ワ
キ
イ
ラ
ツ
コ
と
「
古
代
」
金
澤
和
美
平
成
二
十
一
年
度
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
修
士
論
文
題
目
○『
御
伽
草
子
』
の
語
彙
語
法
小
椙
美
穂
○
井
上
靖
研
究
福
嶋
寿
奈
○『
源
氏
物
語
』
論
横
田
朋
佳
○『
と
り
か
へ
ば
や
』
研
究
吉
田
亜
紗
美
平
成
二
十
一
年
度
大
学
院
言
語
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
（
日
本
語
教
育
）
博
士
論
文
題
目
○
日
本
語
話
者
と
韓
国
語
話
者
に
お
け
る
主
観
的
な
事態
把
握
の
対
照
的
研
究
「
て
い
く
／
て
く
る
」
と
「
e
k
a
ta
/
o
ta
」
の
補
助
動
詞
用
法
を
中
心
に

徐
珉
廷
○「
だ
か
ら
」
の
語
用
論
テ
ク
ス
ト
構
成
的
機
能
か
ら
対
人
関
係
的
機
能
へ
萩原
孝
恵
平
成
二
十
一
年
度
大
学
院
言
語
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
（
日
本
語
教
育
）
修
士
論
文
題
目
○
日
本
語
学
習
者
の
自
己
発
話
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
見
る
「
気
づ
き
」
小
川
素
子
○
日
本
語
学
習
に
問
題
を
抱
え
る
学
習
者
へ
の
指
導
支
援
教
師
に
課
さ
れ
た
新
た
な
役
割

曽
路
地
千
賀
子
○
日
本
語
教
育
に
お
け
る
敬
語
指
導
に
関
す
る
一
考
察
田
中
綾
紗
○
学
習
者
の
求
め
る
学
習
と
教
師
の
授
業
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
一
考
察
田
中
瑞
穂
○
中
国
人
と
日
本
人
の
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
非
言
語
要
素
と
言
語
表
現
か
ら
の
一
考
察

叶
永
会
○
中
国
人
日
本
語
教
師
の
自
己
成
長
に
関
す
る
意
識
調
査
中
国
長
江
三
角
州
に
お
け
る
3つ
の
大
学
の
事
例
を
中
心
に

何
冰
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平
成
二
十
一
年
度
日
本
語
日
本
文
学
科
卒
業
論
文
題
目
○『
わ
た
し
が
棄
て
た
女
』
の
存
在
意
義
青
木
友
穂
○
川
端
康
成
『
片
腕
』
論
阿
部
汐
莉
○
三
島
由
紀
夫
『
豊
饒
の
海
』
論
石
川
萌
実
○『
梅
津
長
者
物
語
』
の
研
究
入
江
愛
○
司
馬
遼
太
郎
が
描
く
日
本
人
上
野
恵
理
子
○『
わ
た
し
が
棄
て
た
女
』
論
臼
井
綾
乃
○
漱
石
作
品
と
食
内
野
友
理
○『
落
窪
物
語
』
論
海
野
聡
子
○
森
外
『
高
瀬
舟
』
論
及
川
朋
美
○
川
端
康
成
『
古
都
』
に
つ
い
て
太
田
晴
菜
○
古
事
記
に
お
け
る
根
の
竪
州
国
に
つ
い
て
大
山
晶
世
○
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
罪
と
罰
『
歯
車
』
を
中
心
と
し
て

岡
本
真
由
美
○
宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
論
尾
久
友
梨
○
村
上
春
樹
論
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
を
中
心
に
し
て

小
田
原
桃
子
○
中
勘
助
『
銀
の
匙
』
研
究
數
馬
愛
○
向
田
邦
子
の
家
族
観
『
冬
の
運
動
会
』
を
中
心
に

金
川
貴
子
○
漱
石
作
品
に
お
け
る
青
年
像
川
口
結
伊
○
坂
口
安
吾
の
生
命
観
評
論
エ
ッ
セ
イ
を
中
心
に

栗
田
真
希
○
安
房
直
子
作
品
に
お
け
る
魔
法
小
嶋
愛
弓
○
浜
田
廣
介
論
廣
介
童
話
の
伝
え
る
リ
ア
リ
テ
ィ

小
杉
奈
緒
子
○
紫
の
上
論
古
西
は
る
か
○
早
期
外
国
語
教
育
小
林
み
ど
り
○
金
子
み
す
ゞ
論
小
松
明
日
美
○
司
馬
遼
太
郎
に
お
け
る
新
選
組
観
『
燃
え
よ
剣
』
を
中
心
に

齋
藤
郁
美
○『
毒
も
み
の
す
き
な
署
長
さ
ん
』
論
佐
藤
由
衣
○
六
条
御
息
所
論
島
真
奈
美
○
江
戸
川
乱
歩
『
パ
ノ
ラ
マ
島
綺
譚
』
に
お
け
る
千
代
子
の
役
割
猿
田
裕
香
○
現
代
語
副
詞
の
研
究
篠
沢
友
美
○
寺
村
輝
夫
「
ぼ
く
は
王
さ
ま
」
の
魅
力
『
ま
ほ
う
つ
か
い
の
チ
ョ
モ
チ
ョ
モ
』
を
中
心
に

菅
原
さ
な
え
○
あ
ま
ん
き
み
こ
と
戦
争
杉
本
友
佳
○
百
鬼
夜
行
絵
巻
に
つ
い
て
土
佐
光
信
を
中
心
に

鈴
木
え
り
子
○
現
代
語
の
終
助
詞
研
究
鈴
木
翔
子
○
発
言
の
意
識
の
違
い
武
田
夏
美
○
地
域
日
本
語
教
室
に
つ
い
て
千
葉
瞳
○
中
国
人
日
本
語
学
習
者
が
使
う
日
本
語
の
断
り
形
式
に
つ
い
て
張
銘
○「
少
年
探
偵
団
」
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
東
京
鶴
田
紋
子
○
小
泉
八
雲
論
外
国
人
か
ら
見
た
日
本

内
藤
愛
○『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
邸
宅
二
条
院
と
六
条
院

中
野
紗
知
○
村
上
春
樹
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
論
不
完
全
な
も
の
が
惹
き
つ
け
る
力
を
巡
っ
て
の
考
察

長
島
美
聡
○
能
に
つ
い
て
の
研
究
長
妻
文
子
○
川
端
康
成
『
雪
国
』
論
長
濱
彩
○
谷
崎
潤
一
郎
『
春
琴
抄
』
論
飯
田
し
お
り
○
日
本
語
の
敬
語
表
現
に
つ
い
て
日
髙
彩
乃
○『
津
軽
』
論
太
宰
治
に
お
け
る
平和
の
存
在

平
野
智
子
○
宮
沢
賢
治
『
グ
ス
コ
ー
ブ
ド
リ
の
伝
記
』
論
福
嶋
あ
ず
さ
○
夏
目
漱
石
作
品
に
お
け
る
恐れ
な
い
女
像
論
古
谷
舞
○『
酒
呑
童
子
』
の
研
究
細
田
美
帆
○
紫
の
上
論
前
田
祐
里
○『
本
朝
桜
陰
比
事
』
の
研
究
本
橋
優
理
子
○
狂
言
『
貰
聟
』
の
研
究
湯
本
惠
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○
芥
川
龍
之
介
論
晩
年
の
自
伝
的
小
説
を
中
心
と
し
て

吉
澤
瑞
希
○
メ
デ
ィ
ア
と
日
本
語
教
育
浅
川
佳
絵
○
吉
本
ば
な
な
論
初
期
作
品
を
中
心
に

阿
相
結
花
○
宮
澤
賢
治
論
賢
治
に
お
け
る
自
然
と
人
の
関
係

木
早
苗
○
怪
人
二
十
面
相
と
怪
盗
ル
パ
ン
江
戸
川
乱
歩
の
少
年
向
け
ミ
ス
テ
リ
ー

有
馬
祐
衣
○
川
端
康
成
論
「
美
」
と
「
悲
し
み
」
の
観
点
か
ら

石
井
か
お
り
○『
お
伽
草
子
』
に
み
る
女
性
の
変
身
大
榎
深
里
○
一
葉
作
品
に
お
け
る
場
面
設
定
『
た
け
く
ら
べ
』
を
中
心
に
大
神
田
愛
美
○
紫
の
上
論
沖
津
沙
耶
○
太
宰
治
『
人
間
失
格
』
論
尾
崎
真
規
○
芥
川
龍
之
介
研
究
「
狂
人
の
母
」
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て

小
沼
ち
ひ
ろ
○
宮
沢
賢
治
『
よ
だ
か
の
星
』
燃
え
続
け
る
星

小
野
寺
智
子
○
配
慮
表
現
に
つ
い
て
重
谷
智
恵
○
御
伽
草
子
の
研
究
海
戸
麻
理
子
○
平
清
盛
と
平
重
盛
金
森
志
保
○
夏
目
漱
石
『
そ
れ
か
ら
』
論
唐
木
田
悠
○
励
ま
し
表
現
の
男
女
の
違
い
河
合
和
美
○
韓
国
に
お
け
る
日
本
語
教
育
金
知
賢
○
言
語
学
習
の
方
法
に
つ
い
て
草
野
み
ゆ
き
○
折
原
み
と
論
栗
原
奈
緒
子
○
留
学
生
の
異
文
化
適
応
小
金
沢
利
恵
○『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
宿
世
観
小
林
野
々
歩
○
若
者
言
葉
に
つ
い
て
小
林
寛
実
○
日
本
語
の
あ
い
ま
い
さ
に
つ
い
て
小
山
純
子
○
主
語
の
言
語
化
と
非
言
語
化
佐
藤
真
優
○
本
学
生
徒
が
好
む
お
茶
飲
料
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
傾
向
に
つ
い
て
座
間
絵
梨
子
○
御
伽
草
子
の
研
究
清
水
沙
也
加
○
役
割
語
の
考
察
鈴
木
麻
友
○『
玉
台
新
詠
』
に
つ
い
て
関
田
梨
紗
○
若
年
層
の
会
話
に
お
け
る
特
徴
多
田
靖
子
○『
落
窪
物
語
』
論
田
中
杏
奈
○
感
謝
と
わ
び
表
現
の
日
中
対
照
研
究
段
沚
沚
○『
源
氏
物
語
』
論
土
屋
琴
音
○
夫
婦
間
の
会
話
表
現
土
屋
朋
子
○
星
新
一
の
描
い
た
未
来
中
島
沙
織
○『
お
バ
カ
さ
ん
』
論
ガ
ス
ト
ン
が
担
う
も
の

錦
織
あ
い
○
黄
泉
国
訪
問
説
話
の
考
察
古
代
の
死
生
観
を
中
心
に

仁
科
裕
美
子
○
中
世
の
英
雄
像
の
研
究
義
仲
と
義
経
を
中
心
に

丹
羽
紗
貴
子
○
発
音
し
づ
ら
い
言
葉
端
山
奈
々
○
源
頼
光
像
の
研
究
飛
澤
匠
子
○
坂
口
安
吾
『
桜
の
森
の
満
開
の
下
』
論
平
沢
彩
○
現
代
敬
語
研
究
藤
井
比
奈
子
○
源
義
経
の
研
究
藤
井
美
絵
子
○
夢
野
久
作
論
『
ド
グ
ラ
マ
グ
ラ
』
を
中
心
に

船
川
加
純
○
天
照
大
御
神
の
考
察
牧
野
桂
子
○
徳
冨
蘆
花
研
究
『
思
出
の
記
』
を
中
心
に

増
田
友
子
○
芥
川
龍
之
介
『
邪
宗
門
』
論
村
角
由
希
○
戦
時
中
の
児
童
雑
誌
「
少
年
楽
部
」
が
子
ど
も
た
ち
に
与
え
た
影
響

山
崎
暁
紗
美
○
古
代
に
お
け
る
「
言
」
の
重
要
性
山
本
友
子
○
御
伽
草
子
『
木
幡
狐
』
の
研
究
葭
原
直
子
○
仁
徳
天
皇
と
石
之
比
売
皇
后
米
谷
優
季
子
○
司
馬
遼
太
郎
論
作
中
人
物
を
中
心
に

渡
邉
美
樹
○
林
芙
美
子
論
『
浮
雲
』
を
中
心
に

渡

由
佳
○
西
條
八
十
童
謡
の
変
遷
象
徴
詩
か
ら
歌
謡
曲
ま
で

和
田
由
夏
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○
夏
目
漱
石
『
夢
十
夜
』
論
池
田
麻
衣
○
ベ
ト
ナ
ム
人
の
日
本
人
観
石
井
め
ぐ
み
○
井
伏
鱒
二
『
寒
山
拾
得
』
論
市
川
芙
実
乃
○
宮
沢
賢
治
『
な
め
と
こ
山
の
熊
』
論
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
の
な
め
と
こ
山

伊
東
彩
○
現
代
に
お
け
る
未
明
童
話
未
明
童
話
の
本
質
を
問
う

今
井
静
香
○
小
泉
八
雲
研
究
ハ
ー
ン
が
描
く
日
本
人
像

上
原
史
葉
○
外
国
人
生
徒
の
た
め
の
高
校
進
学
支
援
内
田
貴
絵
○『
天
草
本
平
家
物
語
』
の
係
り
結
び
内
田
苑
子
○『
源
氏
物
語
』
論
大
塚
祐
季
○
森
外
に
お
け
る
「
春
」
の
イ
メ
ー
ジ
岡
崎
奈
穂
○『
機
械
』
論
作
品
の
構
造
と
人
物
関
係
を
中
心
に

柿
沼
博
子
○『
堤
中
納
言
物
語
』
論
勝
綾
子
○
日
本
人
の
外
国
語
学
習
鎌
田
裕
子
○
有
島
武
郎
『
或
る
女
』
研
究
川
田
早
織
○『
虞
美
人
草
』
論
藤
尾
と
漱
石

北
浦
翔
子
○
江
戸
川
乱
歩
『
鏡
地
獄
』
論
北
島
佳
南
子
○
韓
国
人
日
本
語
学
習
者
の
終
助
詞
習
得
に
つ
い
て
金
ハ
ナ
○
神
話
に
お
け
る
山
と
海
海
幸
山
幸
神
話
を
中
心
に

木
村
裕
圭
○『
瓜
姫
物
語
』
の
研
究
小
島
梨
奈
○『
時
が
滲
む
朝
』
に
お
け
る
日
本
語
小
林
繭
子
○
幼
児
の
言
葉
の
特
徴
に
つ
い
て
島
村
好
美
○「
お
ば
さ
ん
こ
と
ば
」
の
研
究
鈴
木
千
瑛
○
大
物
主
神
の
考
察
須
田
莉
穂
○
田
山
花
袋
『
蒲
団
』
論
千
石
麻
里
子
○
会
話
に
お
け
る
中
国
人
日
本
語
学
習
者
の
相

曹
件
珠
○
寺
山
修
司
論
髙
野
由
加
里
○
御
伽
草
子
『
花
世
の
姫
』
の
研
究
高
橋
亜
美
○
中
世
に
お
け
る
陰
陽
師
の
研
究
竹
内
紘
美
○
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
論
田
中
佳
央
里
○『
源
氏
物
語
』
論
藤
壺
と
紫
の
上

谷
屋
里
美
○
夏
目
漱
石
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
論
に
つ
い
て
段
村
明
子
○
太
宰
治
語
り
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て

恒
松
彩
乃
○『
風
の
又
三
郎
』
論
学
校
生
活
か
ら
読
む

鶴
巣
瑛
子
○
福
岡
方
言
の
研
究
寺
尾
百
合
絵
○
御
伽
草
子
『
物
く
さ
太
郎
』
の
研
究
中
重
あ
す
み
○
日
常
会
話
で
の
語
順
に
つ
い
て
中
谷
真
実
○
太
宰
治
『
人
間
失
格
』
論
永
井
麻
裕
○
現
代
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
長
島
由
季
○
藤
原
道
長
論
長
野
詩
穂
○
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
梨
本
麻
理
子
○
現
代
語
の
比
況
の
助
動
詞
「
よ
う
だ
」
と
「
み
た
い
だ
」

根
岸
従
子
○
役
割
語
に
つ
い
て
野
村
南
緒
○『
梵
天
国
』
の
研
究
橋
本
め
ぐ
み
○『
酒
呑
童
子
』
の
研
究
鬼
を
中
心
に
馬
場
巳
奈
子
○
外
国
人
支
援
活
動
さ
い
た
ま
市
の
取
り
組
み

平
出
綾
子
○
川
端
康
成
研
究
『
眠
れ
る
美
女
』
に
お
け
る
夢


比
留
間
理
紗
○『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
研
究
三
石
祥
子
○『
三
人
法
師
』
の
研
究
宮
内
茉
美
○
川
端
康
成
論
『
眠
れ
る
美
女
』
を
中
心
に

宮
前
香
苗
○『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
衣
の
色
彩
村
上
輝
○
安
房
直
子
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
『
お
し
ゃ
べ
り
な
カ
ー
テ
ン
』
を
中
心
に

桃
井
理
恵
○
夏
目
漱
石
に
お
け
る
黒
山
下
結
―74―
